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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 6
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.品質の向上 7

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 8

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（0.6％） □2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（14％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 東亜道路工業㈱ 販売会社 東亜道路工業㈱ 協会名

会社名： 住所：愛知県豊橋市神野新田町字ワノ割57-1

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：浜松市中区高丘西1丁目14番34号

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

　本技術は特殊ディストリビュータおよびアスファルト乳剤「タックファインSQ」の使
用により、タックコート養生時間を最大1/10に短縮する技術である。
 従来技術は、タイヤ付着抑制効果に優れたPKM-Tを通常のディストリビュータで散布し
ていたが、PK-4等の一般乳剤と同様に水分蒸発による分解を必要とすることから、外気
温等の現場環境により養生時間が左右されていた。
 そこで本技術は、車両後部の乳剤散布ノズルに隣接する形で分解剤ノズルを設置し、
タックファインSQの散布と同時に分解剤を散布することで、散布直後から同乳剤の分解
反応を開始させることを可能とした。
　またタックファインSQは、静岡県土木工事共通仕様書および日本アスファルト乳剤協
会の各規格に適合するタックコート用高性能改質アスファルト乳剤である。

静岡営業所 053-438-7801

金賀　康洋

東亜道路工業㈱

登録No.

1

2016年

□1.工法　□2.機械　■3.材料　□4.製品　□5.その他

問合せ先

東亜道路工業㈱

豊橋工場
0532-31-0646

飯塚　康二

0532-32-5159

053-438-7800

y_kanega@toadoro.co.jp

k_iizuka@toadoro.co.jp

変更受付年月日

アスファルト乳剤と分解剤を特殊ディストリビュータで同
時散布し急速分解させる高性能タックコート工法

開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 平成30年4月17日

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 タックファインＳＱ工法
収受受付年月日

番号：
2

1-3-1.道路／舗装工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KT-180007-VE 事後評価

活用の効果

ﾀｯｸｺｰﾄ用ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤ＰＫＭ－Ｔ



タックファインＳＱ工法 登録No. 0

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（1）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・一般に普及しているディストリビュータ（アスファルト乳剤散布機）は、本技術の適用外
である。

（長　所）
・アスファルト乳剤と分解剤の同時散布により、タックコートの養生時間を従来技術の最大
1/10程度短縮。
・日当たり施工面積増加よる経済性向上、工程改善による交通負荷軽減と安全性向上。
・分解剤の成分は化学的中性（pH＝7程度）であり、環境負荷に配慮。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

静岡県土木工事標準積算基準
国土交通省土木工事積算基準
本技術の対象となる材料は見積り単価

静岡県土木工事施工管理基準
静岡県土木工事共通仕様書
(一社)日本アスファルト乳剤協会規格JEAAS2020「速分解型アスファルト乳剤」

A-2

①準備工
・タックコートを散布する舗装路面（切削面）を入念に清掃する。
・路面に水分が残っている場合は乾燥させる。
・ダスト、水分、油分が残存していると本来の性能が十分に発揮されない。
②タックコート工
・特殊ディストリビュータによりタックファインＳＱと分解剤を所定量均一に散布する。
・養生時間を5～10分程度確保する。指触などにより分解を確認後、次工程（アスファルト混
合物舗設）に移る。

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

タックファインＳＱ材料単価250円/㍑（2021年5月、静岡）

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（リーフレット、技術資料）

 

 

 

 



登録No. 0

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料） 参考資料⑥
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

材料費のコストダウン

タックコートで使用されるアスファルト乳剤について、散布量0.4㍑/ｍ2での分解時間確認試験を
行い、他のアスファルト乳剤と比較し1/10以上の時間短縮を確認した。

技術資料

・路面上のダスト、水分および油分は十分清掃する。
・切削時に使用する水は極力残らないようにする。
・乳剤が分解していることを確認してから次工程に移る。

（適用できる条件）
現場条件：幅員1880ｍｍ以上必要（3.5tシャーシ車の場合）
特に効果の高い適用範囲：低温時の工事、施工工程に余裕のない工事、規制時間の短縮を図りた
い工事。

・散布量は一般に0.3～0.6Ｌ/㎡を標準とする。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 タックファインＳＱ工法

A-3

（適用できない条件）
雨天、湿潤路面。

 

 

 

 

 

 



A-4

登録No. 0

実績件数 公共機関： 107 民間：

発　注　者 施工時期
浜松土木事務所 2021/4

袋井土木事務所 2021/4

沼津河川国道事務所 2021/1

沼津河川国道事務所 2020/12

国土交通省　新潟空港
管理事務所

2020/7

東京国道事務所 2020/3

名古屋国道事務所 2020/4

静岡県浜松市 2021/4

静岡県浜松市 2021/1

中日本高速道路 2020/3

新潟空港滑走路路改良工事

Ｒ１下谷（２）外電線共同溝路面復旧
その他工事

令和2年度　(国）42号舗装補修工事
（切削オーバーレイエ）

令和2年度 （一）磐田掛川線舗装補
修工事（舗装打換え工）【11-01】

令和２年度　１３８号舗装修繕工事

令和２年度　沼津河川国道交通安全
工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 タックファインＳＱ工法

工　事　名

東名高速道路横浜管内舗装補修工
事（平成30年度）

令和2年度 道路維持修繕国交付金
事業（防災・安全交）（一）瀬戸佐久
米線舗装修繕工事（三ケ日町大崎工
区）

令和2年度道路維持修繕国交付金
事業（主）天竜浜松線（上石田工区）
舗装修繕工事

令和元年度　豊川橋南舗装修繕工
事

3

CORINS登録No.



登録No. 0

ＪＥＡＡＳタックコート層の引張試験 タックファインSQの標準的な性状

分解時間の比較 ＪＥＡＡＳアスファルト付着率試験

タックファインSQ散布状況 散布模式図

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 タックファインＳＱ工法

A-5

標準的
な性状

JEAAS規格
（PKM-T-Q）

℃ 5 1 ～ 15

質量％ 0 0.3 以下

2/3以上 2/3 以上

陽(＋) 陽(＋)

質量％ 51 50 以上

 針入度 1/10㎜ 19
5 を超え
30 以下

 軟化点 ℃ 59.5 55.0 以上

質量％ 0 1 以下

質量％ 1 10 以下

質量％ 1 5 以下

貯蔵安定度（24hr）

タイヤ付着率（60℃）

アスファルト付着率
（5℃, 分解剤散布5分後）

蒸　発
残留物

試　験　項　目

エングラー度（25℃）

ふるい残留分（1.18㎜）

付着度

粒子の電荷

蒸発残留分

1/10に短縮

ＰＫＭ－Ｔ

タックファインＳＱ

1分 5分 10分

1分 5分 10分

※試験温度5℃
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上層：密粒度アスコン(13)

下層：密粒度アスコン(13)
5℃ 20℃

ﾀｯｸﾌｧｲﾝSQ

未分解の乳剤

アスファルト被膜化

ディストリビュータ
進行方向

乳剤散布ノズル

分解剤散布ノズル

舗装路面（切削面）標準乳剤散布量： 0.4㍑/m2

分解剤散布量： 0.04㍑/ m2
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※アスファルト乳剤散布量 0.4㍑/m2
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